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研究成果の概要（和文）： 2年目の平成28年度は、アメリカ・サウスダコタ州でのフィールドワークを実施し、
第三国定住をめぐる日常生活実践の調査を行った。ドキュメンタリー映画制作における参与観察を伴う考察を行
い、難民キャンプにおける日常実践との比較を行った。そして『夢の終わりーOur Life 2』という作品を完成さ
せ、大学の講義や研究会のみならず、アメリカでも撮影対象者向けに上映した。

研究成果の概要（英文）： The objective of this research is to examine the daily living situation (e.
g., living quality, family issues)among Myanmar refugees,especially children, living in a refugee 
camp and in the resettlement country through observations gained from a ducumentary film (images and
 narrations).   
 This research was conducted at South Dakota in the United States,where approximately 2500 karen 
refugees have been resettled in the second year(H28).The analysis results were made into a 
documentary film "OUR LIFE 2 ー Part1 The End of My Dream", and the film was shown for karen 
refugees in the United States.

研究分野：地域研究
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 

多数民族ビルマ人主体の中央政権ビルマ
では、多数民族ビルマ人主体の中央政権とカ
レン人など少数民族の間で 60 年以上も内戦
が続いた結果、約 14 万人のビルマ難民（そ
の内約 12 万人がカレン人）が、国境地帯に
ある 9 箇所のキャンプで暮らしている。そん
な中、2011 年の内戦停戦後の国内の民主化の
動きにともない、関係機関による難民の帰還
の話しあいがはじまった。 

本研究（「カレン難民の移動と定住をめぐ
る日常生活実践―映像ドキュメンタリー制
作に伴う考察」）において、カレン難民の日
常生活実践に着目した背景には、ビルマ政府
の民主化に伴い難民の帰還への動きが始ま
る中、難民の日常生活実践を通した社会関係
に関する議論は充分に行われていないこと
があった。 

これまでのビルマ難民に関する先行研究
は、難民たちの置かれている状況を政治的対
立や民族問題から切り取ったもの［South 

2008］や〈難民〉を生み出す構造の理論化［久
保 2014］が主で、難民の個々の日常生活の
考察は充分に行われてこなかった。また、カ
レン人が難民キャンプ、さらに第三国再定住
地で、どのように日常生活を送りながら社会
関係を形成しているのかを通時的に考察し
た研究は乏しい。   

そこで、日常生活実践の変容に着目し、ビ
デオ撮影の手段を用いたフィールド調査、市
場経済の波が押し寄せはじめ文化や生活習
慣などに急激な変化がおきている難民キャ
ンプ、第三国の定住地、またキャンプ閉鎖後
の難民たちの日常生活実践の変容を考察す
ることを試みた。 

 

 

２．研究の目的 

 

本研究の目的は、ビルマ・タイ国境におけ
る難民キャンプ及び、第三国の定住地で生活
する難民の移動と定住をめぐり筆者が自ら
作成したドキュメンタリー映像とその制作
を事例に、 

（1）ドキュメンタリー映像の対象となった
カレン人難民の日常生活実践を明らかする
こと。 

（2）ドキュメンタリー映像がその対象とし
た事象をいかにとらえうるかを自己再帰的
に考察し、ドキュメンタリー作品制作におけ
る撮影・編集・上映の諸段階を通した「撮る
者―撮られる者」の関係の動態を分析し、そ
れをリアリティ表象における映画作成者の
視点を論じることである。 

すなわち、本研究は、難民の生活実践と社
会関係の動態の議論と、それを映像で表象す
ることに関する考察との二重の構造となっ
ている。 

具体的には、本研究では、タイ北西部に位

置し、約 4 万人もの難民が暮らしているメラ
難民キャンプと第三国再定住地を中心にフ
ィールド調査を実施する。研究主題を巡る課
題は、以下の通りである。 

 

（１）カレン難民の日常生活実践 

 

①難民キャンプで生まれ育ち、母国を知らな
い若い世代の難民たちは、キャンプを出て第
三国に再定住後、新たな土地でどのように日
常生活を送りコミュニティを形成している
のか。 

②母国を追われて難民キャンプに長年閉じ
込められてきた年長者たちは、キャンプ閉鎖
後、祖国でどのように新たな関係を築いてい
くのだろうか。 

 

本研究では、申請者が 2008 年から制作を
継続しているカレン難民に関するドキュメ
ンタリー映画の主人公である難民キャンプ
生まれの D 君（撮影開始当時 14 歳、現在 21

歳）と家族の日常生活と社会関係の変化を中
心に考察する。D 君の第三国再定住地（2013

年 12 月渡米）のインディアナ州インディア
ナポリスでの生活実践と彼を取り巻く約 500

人のカレン難民コミュニティを通して、難民
が定住先でどのように新たな関係を築きコ
ミュニティを形成しているのか考察する。 

さらに、難民キャンプに残った D 君の両親
はキャンプ閉鎖後、どこへ行くのか。祖国に
戻るのか、タイに留まりつづけるのか。難民
たちは何を拠り所として、新たな土地でどの
ように新たな関係を形成し生活を送ってい
くのか。キャンプ閉鎖後の日常実践と関係の
形成を考察する。 

 

（２）映画制作者の視点 

 

映画制作のプロセスを反省的に考察し、ド
キュメンタリーにおける〈リアリティや現
実〉を、映画制作過程において生成されるも
のとして捉え、ドキュメンタリー制作者とし
ての立場からその生成プロセスを明らかに
する。具体的には、 

①カメラがカレン難民の生活空間に入り込
むことにより、彼らの日常生活にどのように
影響し、撮影者と撮影対象者の言語行為と身
体的コミュニケーションから現実がどのよ
うに立ち上がったのか。 

撮影者の視点と被写体の視点が交錯する
中で〈現実〉が生起する過程に着目し、撮影
者と被写体の関係性が撮影中に揺れ動きな
がら生成するプロセス、さらに固定的でない
関係のダイナミクスを考察したうえで、そう
した動的な過程をいかに映像によって捉え
ることが可能かという制作上の実践的課題
について論じる。 

②編集作業がどのように作品に影響するか。 

③上映を通して、作品が観る者のリアリティ
認識にどのように形成したのか、撮影・編



集・上映を通して映画作成者の視点の関与問
題を論じる。その際、ビデオカメラという既
成の機械と撮影者によるその操作との相互
作用から創出される〈現実〉構成の過程に着
目する。 

 

 

３．研究の方法 

 

 本研究は、カレン難民の日常生活実践の分
析と映像制作における視点を明らかにする
ため、歴史的・政治・経済的なコンテクスト
の明示化と実践の両面から生活実践の変容
と視点を検討した。そのために、まず、文献
調査による歴史的・政治・経済的なコンテク
ストの明示化を行った。 
具体的には、マクロ的なコンテクストの理

解、及びフィールドワークにむけた情報収集。
そして、現地資料を通した検討、などである。   
次に、ビルマ国内、ビルマ・タイ国境、第

三国再定住地における難民たちの生活実践
の分析や生活実践に繋がる傍証収集を行っ
た。具体的には、以下の現地調査を実施した。 
 
（１）現地調査の実施 
①2015 年 11 月 
ビルマ国内のミャワディー及びビルマ・タイ
国境に位置するメラ難民キャンプでの聞き
取り調査と文献調査。 
②2016 年 10 月～11 月 
バンコクのチュラロンコン大学及びタイ国
立図書館にて文献調査。 
②2017 年 2 月～３月 
アメリカのサウスダコタ州カレン難民コミ
ュニティでの聞き取り調査と文献調査。 
 
（２）映像収集と編集及び分析作業 
さらに、ビデオカメラによる撮影を行い、

約 40 時間の映像を資料として集め、半年間
の編集作を経て、75 分のドキュメンタリー映
画作品としてまとめた。 
①ビルマ国内のミャワディー及びビルマ・タ
イ国境に位置するメラ難民キャンプでの映
像約 20 時間の収集。 
②アメリカのサウスダコタ州カレン難民コ
ミュニティにおける映像約 20 時間の収集。 
 
（３）映像上映後における映画に関するディ
スカッションを分析した。対象は、以下の 4
つの上映後における記録である。 
①龍谷大学における講義内、約 30 名の学部
生対象。2016 年 5 月。 
②「スーパーグローバルハイスクールプログ
ラム(大阪府立三国丘高等学校)集中講義内、 
約 20名の高校生対象。2016 年 3 月、及び 2017
年 3 月。 
③神戸シルバーカレッジにおける講義内、約
60 名の生徒対象。2016 年 12 月。 
 
以上の現地調査、映像収集・映画制作及び映

画上映により、研究を行った。 
 
 
４．研究成果 
 
 本研究の実施期間(2015～2017 年)は、ビル
マ国内でのティンチョーを大統領とする新
政権の発足や、アメリカのトランプ政権誕生
など、様々な政治的な動きがあった。ビルマ
の民主化に伴い、ビルマ政府とタイ政府は、
難民の帰還への協議を開始し、2020 年にはキ
ャンプを閉鎖する方針を打ち出し、難民帰還
を 2016 年 10 月からはじめた。アメリカ政府
は、ビルマ人の第三国定住を終了する声明を
発表し、難民の入国を一時禁止する処置をと
った。 
 こうした背景を受け、難民コミュニティで
は、構成員や世代が入れ替わり、それに応じ
て人間関係や日常生活なども変容していっ
た。明らかになった点をあげれば、以下の通
りになる。 
アメリカにおける第三国定住の終了とタ

イ政府による難民キャンプ閉鎖の声明に伴
い、渡米を決意する難民が増加した。それに
伴い、アメリカからの難民キャンプへの仕送
りが増え、スマートフォンや TV などがキャ
ンプ内に一気に入り込んだ。 

Facebook や Line などで連絡を取り合い情
報交換し、第三国定住地における仕事や生活
に関する情報を得ることにより、難民の第三
国への移動は、更に加速した。そして、第三
国定住地でも、キャンプ地と同様に、難民た
ちは、スマートフォンなどで情報を取り合い、
家族や友人たちから仕事を斡旋して貰いな
がら、アメリカ国内において第２次移住をす
る難民が増加した。 
さらに、タイやビルマを離れていながら、

故郷の情報も、第三国へと流れている。カレ
ン州で撮影された映像などが、YouTube など
でアップされ、カレン難民の間でシェアされ
る。故郷へ帰国するか否か、民主化されたビ
ルマの情勢をカレン難民たちは、FB を頼りに、
情報を探る 
スマートフォンにより情報が容易に手に

入る時代になり、情報量が増加した分、選択
も多岐に渡るようになった。そうした中で、
難民は、以前にも増し、信頼できる身内の情
報を頼りに、仕事と安全性を求めて移動を続
けている。内戦という自国の政治情勢に翻弄
されてきた難民だからこそ安全性を第一に
考え、大都会よりも時給が低いが比較的安全
な地方の町を選ぶ。薬物などの恐ろしさを身
近で体験も背景にあるだろう。移動と定住を
めぐったカレン難民の繋がりは、スマートフ
ォンに依存しつつ、大都市のコミュニティか
ら、地方の町へと多岐に広まっている。 
一方で、難民キャンプにおいては、家族の

離散が進んだ。難民キャンプに残された高齢
者たちは、カレンの伝統的な生活を営み続け
る中、アメリカへ第三国定住した若い世代の



難民たちは、教会における活動を中心にネッ
トワークを形成しつつ、SNS などによるコミ
ュニケーションツールを活用し、職場におい
ても、家族や親族ネットワークを超えたカレ
ン人同士の関係性を築きながら、日常生活を
実践していることが明らかになった。 
以上、難民コミュニティでは、第三国定住

や本国帰還への動きにともない、構成員や世
代が入れ替わり、それに応じて日常生活実践
や人間関係も次々に変容している。このよう
な環境下で、難民は、家族間、カレン同士間、
カレン以外の人々との間に、関係性を重層化
させ、家族内、カレンという枠組み、カレン
外、及び、ライフコースに応じ、他者との関
係性を重層化していることが明らかになっ
た。 

 
なお、調査は継続中であり、今後は、難民

帰還に伴うカレン難民の移動と定住に関す
るドキュメンタリー映画を制作し、『夢のお
終わり―OUR LIFE２ 第一部』の続編である
『故郷―OUR LIEF２ 第二部(仮）』をまとめ
る予定である。 
本研究でまとめた、『夢の終わり―OUR 

LIFE２ 第一部』は、現在は、撮影対象者と
大学などでの内部上映のみ行っているが、調
査終了後は、第一部と第二部を合わせた形で
一般公開し、上映に関する分析を進めながら、
論文・国内外での学会発表、さらに単行本の
出版へとつなげていく予定である。 
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